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待
望
の
新
病
棟
が
つ
い
に
完
成
し
、
も
う
す
ぐ
全
病
 
 

棟
の
移
転
及
び
が
ん
研
究
所
附
属
病
院
の
移
転
が
始
ま
 
 

り
ま
す
。
本
院
が
開
院
し
て
か
ら
初
め
て
の
大
規
模
な
 
 

移
転
と
な
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
は
、
初
め
て
 
 

の
経
験
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
移
転
実
行
委
員
会
で
 
 

は
、
全
職
員
参
加
に
よ
る
移
転
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
 
 

職
員
一
丸
と
な
っ
て
限
ら
れ
た
日
数
・
時
間
に
無
事
移
 
 

転
を
完
了
し
、
新
病
棟
で
の
診
療
・
管
理
運
営
に
全
力
 
 

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 
 

本院の病棟移転日は，平成13年9月22日亡b，23日（日），24日（月）振替休日の3日間，がん  

研究所附属病院の移晦日は9月30日（lヨ）に実施します。各診療科の移転先・移転日は，次  

の日程により行います。   

病棟への移転は，原則として午前中は入院患者の手荷物及び各診療科の物品の移送を  

行い，午後は患者さんの移送を行います。ただし，患者さんの夕食等の関係上患者移送  

は午後4暗までに完了したいため，一部の診療科においては午前から患者さんの移送を  

行います。各診療科の恩者及び物品の移送は，次のスケジュールにより順次行いますが，  

移転を計画どおり進めるには事前にお願いしている担当業務を各自が責任をもって実行  

することです。皆さんのご協力をお願いします。  

○   



く診療科別移転先・移転日一覧〉  

二成13年9月30［】（日）  

14  

田   

ト骸  3  

西憧  西  
50   

中央9瑚15   

■  西  ト→  4    9衝撃重症   

柑  西  ト牒  3  

柑          西19 中央9～司5  西  四  

I  酉  四  4    1砺後重症   

酉  

～15  
40  

1  
乗18  

f    硝央9－15  東  …卜・  四    園  

乗18  
串央9秦－15  東    紬    園  

酉闇  西  

中央9攣15  
35  

西19 中央9～15  西  田  肇    四  

中央  西  

中央  西    9    同  

凹     中央9－12  西  ∃一→  4    8CC蝉虹滴   

＊ 床数   田  四  四  田  ロ  26  口  14  国  園  14  園  四  四  1  口  4  50  四  国  50    7  34  14   園  23  4  5  18  35  10  5  団  4  26    41  田  4  口  16    同  30  田  40   

9月23日出  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

9月24日田）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

新  病  棟 l  
14■  

ロ   

■  乗柑  乗    8  

中央9－15  

乗18  東      20  

中央9－15  

乗18  乗  、1→  6   

中央9～15  
48  

乗18  乗  ト†  

中央9－15  
14  

北  1   

46  
l  北  1  

u        中央9～12  乗  田  同  4  

ロ  中央9－12  東  ト→  同  6  西2F（脳外〉 から乗2Fへ  

乗18 中央9～15  東  四  同  四  

＊ 病床数は新病棟に移転して増となる場合は現有病床数を．減となる場合は新病棟での病床数を記載してあります。  
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医
学
部
附
属
病
院
の
再
 
 

建
築
に
際
し
て
は
各
大
 
 

学
の
附
置
研
病
院
や
分
院
を
統
合
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
 
 

き
ま
し
た
。
本
院
の
再
建
築
は
永
年
の
悲
願
で
し
た
が
、
本
 
 

学
で
は
角
間
へ
の
移
転
と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
 
 

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
対
す
る
申
請
が
遅
 
 

れ
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
が
ん
研
附
属
病
院
が
統
合
に
合
 
 

憲
し
た
こ
と
は
、
上
述
の
文
部
科
学
省
の
推
進
す
る
方
針
に
 
 

一
致
し
た
こ
と
よ
り
、
本
院
の
再
建
築
計
画
の
採
用
順
位
 
 

が
か
な
り
繰
り
上
が
っ
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
元
来
の
計
 
 

画
で
は
束
病
棟
は
1
朋
、
西
束
棟
は
2
期
工
事
と
し
て
予
 
 

㌍
さ
れ
て
い
た
が
、
殆
ん
ど
同
時
に
完
成
し
、
私
共
を
含
め
 
 

て
全
科
が
一
斉
に
最
新
鋭
の
医
療
設
備
と
機
器
を
備
え
た
 
 

新
病
棟
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
 
 
 

同
じ
敷
地
内
で
巨
大
な
病
院
を
再
建
築
す
る
こ
と
に
は
 
 

様
々
な
困
難
を
伴
い
、
遅
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
早
ま
る
こ
 
 

と
は
稀
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
内
外
で
本
院
の
再
建
築
の
 
 

推
進
に
関
わ
っ
た
方
々
に
深
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
予
定
さ
 
 

れ
て
い
る
中
央
診
療
棟
、
外
来
診
療
棟
さ
ら
に
は
研
究
棟
 
 

な
ど
の
整
備
が
順
調
に
進
む
よ
う
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
 
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

が
ん
研
附
属
病
院
の
沿
革
は
、
昭
和
1
5
年
に
設
置
さ
れ
 
 

た
結
核
研
究
所
に
昭
和
2
2
年
7
月
に
診
療
部
門
が
増
設
さ
 
 

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
当
初
金
沢
市
野
町
界
隈
に
位
置
し
て
 
 

い
た
が
、
昭
和
4
2
年
4
月
に
現
在
地
東
泉
町
）
に
新
築
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
同
年
6
月
結
核
研
究
所
が
が
ん
研
究
所
に
改
称
 
 

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
な
い
が
ん
研
究
所
附
属
病
院
と
し
て
我
が
 
 

国
に
多
い
消
化
祥
系
の
が
ん
の
早
期
診
断
と
治
標
を
中
心
 
 

と
し
て
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
の
着
任
 
 

は
昭
和
5
8
年
で
、
約
1
8
年
間
経
過
し
ま
し
た
が
、
病
院
と
し
 
 

て
は
5
4
年
間
、
約
半
世
紀
余
り
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
 
 

り
、
「
」
の
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
歴
代
の
各
分
野
の
職
員
の
 
 

方
々
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

我
が
国
で
は
数
年
前
か
ら
2
1
世
紀
に
向
け
て
、
医
療
ビ
ッ
 
 

グ
バ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
医
標
の
機
能
分
化
を
冒
 
 

ざ
し
た
病
院
の
再
編
成
、
介
護
保
険
制
度
の
発
足
、
適
伝
子
 
 

治
療
や
移
他
に
お
け
る
医
療
倫
理
、
医
轢
事
故
と
危
機
管
 
 

理
、
在
院
日
数
短
縮
を
目
的
と
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
治
 
 

輝
計
画
華
や
D
R
G
／
P
P
S
〈
包
括
支
払
方
式
〉
の
導
 
 

入
な
ど
医
療
を
め
ぐ
る
様
々
な
分
野
で
新
ら
し
い
問
題
が
 
 

生
じ
て
い
ま
す
。
一
万
で
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
全
解
読
に
象
徴
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
近
年
の
生
命
科
学
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
 
 

も
の
が
あ
り
、
基
礎
医
学
の
研
究
が
値
ち
に
新
た
な
診
断
 
 

法
や
泊
標
法
の
進
歩
に
反
映
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
基
礎
 
 

と
臨
床
部
門
が
連
携
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
 
 

『
が
ん
研
究
所
附
属
病
院
と
統
合
＝
こ
れ
か
ら
宜
し
く
』
 
 

が
ん
研
究
所
附
属
病
院
々
長
 
澤
 
武
 
紀
 
雄
 
 

Ⅷ
 
 

文
部
科
学
省
は
中
曽
 
 

根
首
相
席
代
に
行
政
改
 
 

革
を
促
進
す
る
と
い
う
 
 

立
場
よ
り
一
大
学
一
病
 
 

院
と
い
う
方
針
を
立
て
、
 
 

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
し
、
先
端
医
療
開
発
を
飛
躍
的
に
 
 

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
而
か
 
 

ら
も
が
ん
研
附
属
病
院
を
統
合
し
て
、
金
沢
大
学
の
医
輝
 
 

や
医
学
研
究
の
施
設
と
人
展
を
集
中
さ
せ
、
そ
の
機
能
を
 
 

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
時
宜
に
適
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
 

さ
ら
に
、
医
学
部
や
が
ん
桝
の
基
礎
分
野
だ
け
で
な
く
、
薬
 
 

学
部
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
本
院
と
協
力
・
運
離
し
て
、
余
 
 

沢
大
学
の
医
薬
セ
ン
タ
ー
を
形
成
し
、
本
院
が
そ
の
コ
ア
と
 
 

し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
 
 
 

新
病
棟
完
成
を
機
に
1
0
月
1
日
よ
り
臓
器
別
外
来
診
 
 

療
体
制
に
移
行
し
、
一
般
の
患
者
に
は
内
容
が
判
か
り
難
い
 
 

従
来
の
商
号
何
の
内
科
や
外
科
の
呼
称
が
廃
止
さ
れ
、
臓
 
 

器
・
専
門
別
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
様
な
 
 

体
制
へ
の
移
行
は
多
く
の
市
中
病
院
で
も
既
に
実
施
さ
れ
 
 

て
お
り
、
退
き
に
失
し
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、
高
度
な
先
進
 
 

医
標
を
提
供
し
、
先
端
医
僚
を
推
進
す
る
使
命
を
有
す
る
 
 

大
学
病
院
で
は
必
須
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
 
 

実
に
は
専
門
領
域
が
重
複
し
て
お
り
、
今
後
こ
の
様
な
重
 
 

複
は
漸
次
解
消
さ
れ
る
と
し
て
も
、
内
科
、
外
科
い
ず
れ
に
 
 

お
い
て
も
科
長
（
教
授
）
を
初
め
と
し
て
、
ポ
ス
ト
が
不
足
し
 
 

て
い
ま
す
。
同
様
な
問
題
は
、
大
学
院
重
点
化
な
ど
に
伴
 
 

な
っ
て
人
員
の
増
設
さ
れ
た
一
部
の
大
学
を
除
い
て
、
我
が
 
 

国
の
国
立
大
学
病
院
で
は
共
通
の
悩
み
で
す
が
、
こ
れ
に
向
 
 

け
た
人
員
整
備
が
行
わ
れ
な
い
と
、
真
の
臓
器
・
専
門
別
診
 
 

療
体
制
の
確
立
は
、
実
現
困
難
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
英
 
 

断
を
期
待
し
ま
す
。
 
 
 

本
院
で
は
数
年
前
に
複
数
の
診
療
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
、
 
 

幅
の
広
い
視
野
を
も
っ
た
構
床
医
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
、
 
 

卒
後
初
期
騙
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
た
が
、
実
 
 

際
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
入
局
の
み
で
、
不
完
全
な
形
で
し
か
実
 
 

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
周
知
の
ご
と
く
、
厚
生
労
働
省
は
2
 
 

年
間
の
卒
後
臨
床
研
修
必
憺
化
を
平
成
1
6
年
度
よ
り
実
 
 

施
す
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
本
院
で
も
年
後
踊
床
研
修
 
 

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
新
規
な
プ
ロ
グ
 
 

ラ
ム
を
関
連
病
院
と
も
協
議
し
て
作
成
中
で
あ
る
と
聞
い
 
 

て
い
ま
す
が
、
金
沢
大
学
に
多
く
の
研
修
医
を
集
め
る
た
め
 
 

に
も
魅
力
あ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
る
こ
と
は
極
 
 

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
1
6
年
を
待
た
ず
に
 
 

（
内
科
、
外
科
だ
け
で
も
）
全
員
の
非
入
居
ロ
ー
テ
ー
ト
を
 
 

実
施
し
、
そ
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
と
 
 

修
正
を
行
い
、
よ
り
充
実
し
た
踊
床
研
修
が
可
能
な
体
制
 
 

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
金
沢
大
学
医
学
部
の
発
展
に
と
っ
て
 
 

も
必
須
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
3
年
目
か
ら
 
 

は
各
診
療
科
に
所
属
し
、
多
く
は
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
 
 

と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
3
年
目
以
後
の
関
連
病
院
へ
 
 

の
出
向
や
就
職
に
つ
い
て
も
内
科
、
外
科
で
そ
れ
ぞ
れ
統
一
 
 

的
な
協
議
会
を
融
け
て
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
学
医
 
 

学
部
の
一
層
の
飛
躍
を
図
る
上
の
み
な
ら
ず
、
臓
器
・
専
門
 
 

別
診
原
体
制
を
価
立
す
る
上
で
も
必
安
な
こ
と
で
あ
る
と
 
 

思
い
ま
す
。
 
 

○   
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く診療科別移転先・零  く⊆寄書由び物品の移送スケジュール表〉  

1  1  16  田  西      16  

1  田  西19  西    6  

中央9～15  四  

1   ト→  酉  旧  4  9 術後重症  

1  6  7  口  四  1  ■  西    3   
33  

尿 器 科  西19 中央9～15  西  

2  昏  口  2・3  6→  口  l  西  同  4  口  術後重症  

1  3  14      1  ■  西19  西    10   
耳鼻口囲喉科  

中央9～15  
40  

田  3  26  2・3  3→  1  

皮 膚 科  口  6  園  口  6→  1  乗18 中央9～15  乗  四  四  29  

神 経 内 科  田  2  14  2・3  四  1  乗18 中央9～15  東  ＝ミ1三埠  こ10  三0  

同  5  国  2・3  5→  口  西19  酉  
脳神経外科  

中央9～15  
35  

田  5  12  4・5  5→  口  

歯科口腔外科  四  田  四  2・3  2→  口  西19 中央9～15  西  田  同  四  

四  5  口  2t3  5→  口  口  中央  西    10  2  
特 別 室  

2  6  1  2▲3  6→  口  口  中央  西    9  

集中治療部  臨 床  口  4  田  中央9～12  西  田  4  8  CCU（2）lC］（6）  

50                   西  1一8  

西  四  4  築  術後重症  

乗1  乗1→326  
棄18 中央9～15東1→34  

西19 央 5西1→941  

東1→ 526  

■  西19  
4  

■  乗18  西  

■  中央9～15  

西‖ト→ 5  

西19  
乗1→ 5 2  

乗18  西1→ 7  
中央9～15  50  

■≡  

「‾  

8：00 9：0010：0011：0012：0013こ0014：0015：0016：0017：00  

田  30  3D  30    番  号  棟  墜  階   

6   4  四  7・8  4→  1  衰18  東    8  50  
弄 一 内 科   

6  5  四  7・8  四  1  ■  中央9～15  

6  同  20  7・8  5→  1  ■  東18  東  
第 二 内 科  

6  6  50  7・8  6→  1  中央9－1与  

同  田  7  2・3  3－→  1  l  乗1 乗    6   
第 三 内 科  

中央9～15  
48  

3  3  34  2t3  3一→  1  

53 6  四  口  乗18  乗  
神 経 科  14  

中央9～15  
14  

5   6  4－→  口  

5  田  23  6  3→  口  北  
精 神 科  46  

4ユ◆  ロ  北  

麻酔科蘇生科  3  同  4  4■5  5一－  口  口  中央9～12  東  ト→  田  4  

Rl病 床  中 央    5  臨床  地→  1  l  中央9～12  東  ト→  田  田  西2F（脳外） から乗2Fへ  

放射線核医学  3  同  18  4・5  6→  1  
乗18  
中央9～15  東  田  四  18  

＊ 病床数は新病棟に移転して増となる場合は現有病床数を，減となる場合は新病棟での癖   

＋物品の移送  
＋患者の移送  l
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一
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ー
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者
し
た
こ
と
は
、
上
述
の
文
部
科
蛍
 
 

一
致
し
た
こ
と
よ
り
、
本
院
の
再
 
 

が
か
な
り
繰
り
上
が
っ
た
と
も
聞
‥
 
 

画
で
は
東
病
棟
は
1
期
、
西
東
柚
 
 

足
さ
れ
て
い
た
が
、
殆
ん
ど
同
時
ぃ
 
 

て
全
科
が
一
斉
に
最
新
鋭
の
医
療
 
 

新
病
棟
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
、
＋
 
 
 

同
じ
敷
地
内
で
巨
大
な
病
院
左
 
 

様
々
な
困
難
を
伴
い
、
遅
れ
る
こ
 
 

と
は
稀
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
府
 
 

推
進
に
関
わ
っ
た
方
々
に
深
謝
す
ァ
 
 

れ
て
い
る
中
央
診
療
棟
、
外
来
酸
 
 

な
ど
の
整
備
が
順
調
に
進
む
よ
、
つ
 
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

が
ん
研
附
属
病
院
の
沿
革
は
、
 
 

た
結
核
研
究
所
に
昭
和
2
2
年
7
日
 
 

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
当
初
金
沢
悪
 
 

い
た
が
、
昭
和
4
2
年
4
月
に
現
在
仙
 
 

ま
し
た
。
同
年
6
月
結
核
研
究
許
 
 

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
な
い
が
ん
研
究
託
 
 

国
に
多
い
消
化
器
系
の
が
ん
の
早
 
 

と
し
て
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
き
 
 

は
昭
和
娼
年
で
、
約
1
8
年
間
経
過
．
 
 

て
は
5
4
年
間
、
約
半
世
紀
余
り
の
惰
 
 

り
、
こ
の
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
賦
 
 

方
々
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く
小
 
 
 

我
が
国
で
は
数
年
前
か
ら
2
1
世
 
 

グ
バ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
 
 

ざ
し
た
病
院
の
再
編
成
、
介
護
保
血
 
 

治
療
や
移
植
に
お
け
る
医
療
倫
理
 
 

理
、
在
院
日
数
短
桁
を
目
的
と
L
 
 

療
計
画
書
）
や
D
R
G
／
P
P
S
 
 

入
な
ど
医
療
を
め
ぐ
る
様
々
な
益
 
 

生
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
ヒ
L
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
近
年
の
生
命
科
営
 
 

も
の
が
あ
り
、
基
礎
医
学
の
研
管
 
 

弦
や
治
療
法
の
進
歩
に
反
映
さ
れ
 
 

と
臨
床
部
門
が
連
携
し
て
、
い
わ
 
 

唱■r‾  Ⅶ■r■  

′」、厨▼評≡E  
斎藤健一郎  
藤本  悟  
古河 浩之  
宮田 岳人  
中享頼 順介  
宗廣 銑平  

用
 
 

休
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〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

青竜量誹 看護婦  

旧第一外科医貞（研修医）  
旧第二外科医農（研修医〉  

／J ．り  

撃形外科 医農（研修医〉  
Jl  ／†  

／1  ／l  
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く患者及び物品の移送スケジュール表〉  

0013：0014：  

ll  

西  ト→  8   

華将  
50  

渾意外一礪  千  
乗‘18  西  1－・  

田  田  団  4・5  2－・  口  
中央9～15二  

」  
n し二」」望   酉    4  4  術後重症  

小 児・科  5    26  ■        乗18 中央9－15  東  四  3  26  

患声旦旦  乗18 中央9～15  東  田  3  4  

矩 磯  口  5  41  口  5→  口  
＿  

一■■≡         西19 中央9～15  西  四  9  41  

口  4  26  口  4・・→  口  
‖  

乗    5  26  

弓  
同  4  4  2・3  4→  口  弓   

西19  
西    5  4  

軍産属人働 ／ 
乗1寧  西    5   

口  4  16  口  4→  1  
中央9－15  

Ⅶ  
狙  西    5  

2  4  2  2・3  4→  口  
西19  

東  四  5  2  

整 形 外 科  乗18  西    7   

中央9～15  50  
3  ■  

診療科名  
鱒  階   

四  『■．■7 魂臓  田  
■  

田  

■i  
2  口  32  

四  

1  6  7  口  6→  口  

2  6  26  2・3  6→  口  

同  6  口  2・3  6－→  口  

口  田  14  口  3→  口  
耳鼻咽喉科  

田  田  田  2・3  四  口  

皮 膚 科  －1  6  園  口  6・→  口  

神 経 内 科  同  田  14  2・3  四  口  

田  田  23  2・3  5－→  口  

脳神経外科  
田  5  四  4・5  5→  口  

歯科口月空外科  2  田  10  2・3  四  口  

同  同  1  2・3  四  口  
特 別 室  

口  

同  田  1  2・3  四  口  

集中治療部  臨 床  1  4  田  

■  ■  

8し：00 9－；   0010  ニ0011：0012：0013；0014：0015：0016：0017：0 備   

田  30  田  田  

東18 中央9～15  乗  同  4  50  

拝i‾ 彗  
嘗堅＝． 

＋物品の移送  
＋患者の移送  

⑩∴喧lこ  
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転
〝
〃
〃
〃
〃
 
〃
退
抹
辞
秤
辞
退
採
〝
拇
採
〃
 
〃
〃
〃
〃
辞
探
〃
檻
転
採
辞
〃
〃
〃
採
〝
晦
 
 

小泉 貰蛭  
斎藤健一郎  
藤本  悟  

古河 浩之  

宮l王†岳人  

中湘蔓J瞑介  

京成 鉄平  
清水 雅美  

木‾F i事  

前田l町子  
瀬戸  親  

田中 仲茂  
松山 貴博  
石補 講之  

鱒脅 知将  
瀬川 要司  
吉見 雄三  
松谷  亮  

松久 大帝  
佐藤 保則  
小林 裕美  
小林佑三千  
腺  孝介  

常田 俊二  
泉  浩二  
暫藤信一郎  

波茅野省三  
高櫻 大郷  

小松奈保子  
萩原 敦夫  
蓮本 和美  
桶  展代  
瀧  圭一  

平lコ山実可  
尾崎栄二郎  

看謳部 個構椚  
旧第一外科医廣（研修医）  

旧第二外科医異（研修医）  
†′ J／  

整形外科 医農（研修喀）  
JJ  ／／   

〃 ／／  

管理盲純 監査係員  

旧第二外科慣虞（研修医）  

看護部 看護助手  
泌廃幣科 助手  

眼科 医農  
薬刑部 至難剤肺  

泌尿髄科 助手  
総合簡腰闇 助手  

＝艮科 助手  
旧弊三内科 医貝  

泌尿幣科医凰（研修慄）  
麻酔科蘇生科医展（研修医）  

癖鞋部 医展  

医討取 事務補佐輿  

検査部 検査技師  

検藩邸 検査技師  

旧第一内科 医展（研修医）  

泌尿器科 医虞（研修医）  

事務部長  
一●  

歯科口腔外科 医塵  

皮膚科 医凰  
澄形外科l室鼻  

検査部 検三査技師  
薬剤部 薬剤Ⅰ卵  

放射線科 底凰  

検査部 検査技師  
薬剤部 襲剤師  

職
用
職
職
澱
職
用
 
拙
用
 
 

用  

職
用
 
出
入
用
職
 
 

新湊市」菜摘院へ  

柳津市民病院から  
粛l．l．1県厚生部から  

国立金沢病院へ  

妙高少年l計然の家へ  

佐饗医科大学から  

○   
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大
学
に
も
附
属
病
院
に
も
生
き
残
り
を
 
 

か
け
た
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

学
生
を
大
切
に
し
な
い
大
学
は
滅
び
、
患
者
 
 

を
大
切
に
し
な
い
大
学
病
院
は
廃
れ
ま
す
。
 
 

基
礎
医
学
講
座
名
を
そ
の
ま
ま
診
療
科
名
 
 

と
し
た
第
○
内
科
、
第
○
外
科
の
診
療
科
表
 
 

示
は
患
者
の
都
合
を
全
く
無
視
し
た
不
親
 
 

切
な
表
示
で
あ
り
、
こ
れ
が
長
年
ま
か
り
 
 

通
っ
て
釆
た
の
は
不
思
議
な
く
ら
い
で
す
。
 
 

「
省
益
あ
っ
て
、
国
益
な
し
」
と
言
わ
れ
な
 
 

い
よ
う
に
、
「
科
益
を
抑
え
、
患
者
益
・
病
 
 

院
益
の
た
め
」
 
に
大
同
団
結
し
て
下
さ
い
。
 
 

こ
れ
は
独
立
行
政
法
人
化
を
間
近
に
ひ
か
 
 

え
、
当
病
院
が
・
当
病
院
職
員
が
生
き
残
る
 
 

た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
 
 

病
院
長
 
河
 
 

一
 
夫
 
 

■  

ー  
撼血管の種類が  

多くたいへんご迷惑を  
‾ 

きかけしております  

ざ査部では，分離剤入りの採血管をはじめ抗凝固剤入りな  

ど14種類，さらに容量の違いによって25種類の採血管を使用してい  

ます。また，採取ラベルに記載されている容器区分は，診樺科用採  

血を入れると80近くに達しています。これは，測定物質の変性を防  

ぎ，正確な測定結果を得ると同時に適切な検体採取を行って頂くた  

めです。では，主要な抗凝固剤と使用日的を復習しましょう。  

1．ヘパリン（容器区分：HEなど）抗トロンビン作用を有する  

強力な抗凝固剤です。  

2．フツ化ナトリウム（容器区分：FH，Fキ）解糖系酵素のエノ  

ラーゼを阻害するため血液成分の変化が少なくグルコースの  

■ 

．ム（中性，血液と等張なため赤沈や血祭を  

用いる血液凝固検査に用います。  

EDTA－2Na，EDTA－2K 血小板保存能が良く血球形態に変化   

． dを与えること柑をいため血球数やホルモンなど多くの方面  

に用います。   

5．アブロチニン（トラジノール）EDTA－2Na（容器区分：DG，  

DP）蛋白分解酵素阻害剤が添加されておりHANP，BNP，  

PTHrP，IRGに用います。   

揖液と抗凝固剤を混ぜるときは強く振ると溶血しますので，軽く  

振るか転倒混和をお願いします。   

このほか，光による分解を防ぐための遮光採血や専用伝裏の添付  

をお願いしている項目もあります。さらに，検査部への搬送につい  

ても冷却また昼冷却厳禁など細かな取り決めがあります。詳細につ  

∫－ては“金沢大学臨床検査マニュアル”平成12年4月や平成13年3  

月に各診療科に配布いたしました採血管一覧表をご覧になって下  

さい。   

正確な検査㌻ト笥を出すためにご協力をお願いいたします。  

■
■
■
■
■
■
■
＿
 
 

休日（約20人）と時間外（約20人）は，患者さん自身（あるいは  

家族の方）に，西病棟の薬剤部の「時間外窓口」まで取りに釆て頂  

かなければなりません。歩いて2分程度かかります。迷わないよう  

に，西病棟までの道しるべをわかりやすく表示します。また，事前  

に，救急部の前と夜間事務受付に，患者さんへの説明を掲示いたし  

ます。休日と時間外の患者さんのほとんどがお一人での来院でない  

のが救いです。  

・1  
＿■  

本号は『病棟移転，がん研究所附属病院統合，臓器別診療外来開始』持  

薬号とさせて］貢きました。記事を投稿二厭いた皆様には，次号以降の掲載と  

なりますことをお岩宅び申し上げます。   

肯棟移i転，がん研究所附属病院統合，一臓器別診標外来各々一つずつを取っ   

ケても，当柄院において歴史的大イベントとして位置づけられる事柄と  

思われます。それが一度に行われると言うんですから大変です。しかし我々  

職員としては，一人一人が rこの歴史的イペントに参加できるんだ！」と  

言う自負と誇 りを持って，力を合わせ，必ずや大成功真に終わらせましょ  

うという願いを込めて，締築後記とさせて頂きます。  

苗関脇郎・岡ロコ俊英  

尼弓萱萱  
占W義■10鵬■王■モー用レモい1▼   

○  


